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平成２２年３月３日

福島町議会議長 溝 部 幸 基 様

福島町議会議員 ４番 木 村 隆 ㊞

一 般 質 問 通 告 書

福島町議会定例会３月会議において、次の件について質問したいので、会議条例

第６０条第２項の規定により通行します。

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

三
岳
２
地
区
の
井
戸
渇
水
の
行
政
対
応
は

昨年三岳２地区で、サケマス孵化場が建築され、今年

１月１３日から地下水のくみ上げを開始した。１８日に

生活用水として井戸水を使用している世帯から、水が出

ないという知らせがあり、ポリタンクでの給水が２１日

から開始されている。１月２７日現在、３戸、１事業所

の計４ヵ所で渇水、水量が減少したと確認されている。

次の件について質問いたします。

（１）さけます増殖事業協会（増協）の孵化場建設に係

る、地下水の事前調査に問題はなかったのか。

（２）ふ化場建設に伴う住民説明会をおこなったのか。

（３）増協の地下水のくみ上げ以前には渇水問題は発生

していません。一般的に考えると、増協の地下水

のくみ上げが何らかの影響を及ぼしていると考え

られますが、町として因果関係をどのようにとら

えていますか。

（４）今回の急な渇水に伴い、３戸で生活用水確保のた

め、緊急的に水道工事を行ったと聞いたが、工事

費負担は誰が負うのか。また、今後は水道料金が

発生しますが、住民と料金支払いについて話し合

いはついているのか。

（５）今後、孵化場が本格的に始動した場合、渇水した

４ヶ所以外の地下水を使用している家庭にも断水

が起こるかもしれません。その場合の対応をどの

ように考えているのか。

町長

注)１ 質問の要旨は、簡潔明瞭に記載すること。なお、記載外については、質問できません。

２ 質問の相手は、町長、行政委員会の長又は監査委員とする。



質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手

子
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整
備
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充
実
を

２月に議会は、子育て支援・少子化対策懇談会を、福

島保育所、福島幼稚園、吉岡幼稚園で実施しました。保

護者から、子供を安心して遊ばせるためにも、公園の環

境、遊具、施設の細かい面に気をくばった整備に力をい

れて欲しいという共通的な発言がありました。保護者の

緊張感ある中での積極的な発言は、貴重な意見だと受け

止めています。次の件について質問いたします。

１．懇談会の委員会報告で指摘されている保護者の要望

を受けて、懇談会に教育長や町民課長も出席されて

いた中で行政はどのような対策を考えているのか。

２．吉岡地区では、町内会にある遊具、公園で子供が遊

ぶ姿を見ることが少なくなった。要因としては、幼

児の遊具がないことや、子ども会や町内会規模での

子供が少なくなったことに係る、子育て環境の変化

が考えられる。町内会ごとの老朽化した遊具の整備、

充実よりも、中学校統合に伴い幼稚園、小学校の連

携性が強固なものとなっていく今、幼児、小学生が

吉岡地区の中心的な位置づけとして安心して遊ぶこ

とができる、幼児用遊具が設置されたミニ公園、ま

たは広場の建設を検討してはどうか。

町長



質 問 事 項 質 問 の 要 旨 質問の相手
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４月から、福島中学校、吉岡中学校の統廃合に伴う、

新しい福島中学校がスタートしますが、次の件について

質問します。

１．バスの運行について

保護者とは話が整っているとのことですが、バス停

の整備は充実しているのか。帰りの便は、２便とい

うことだが、夜間の国道横断が想定される。バス停

にとらわれることなく、少しでも安全性の高い場所

で降車ができるように対応してはどうか。

２．小学校高学年を対象に、生徒の交流は年数回続けて

いくべきではないか

３．統廃合することが最重要課題の達成ではなく、新し

い福島中学校に統合してよかったと思える学校生活

を創っていくことが、最重要課題の本質だと思いま

す。新しい福島中学校のビジョンをどのように考え

ているのか。

教育長


